
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

ビューカード会員規約（第１章 一般条項） 

用語の改定 当てはまる条項 

条文中の「ＩＣカード乗車券」を「Ｓｕｉｃａ」に改
定します。 

第 17 条（退会・会員資格の喪失及びカードの利用停止・返却） 

 

Ｓｕｉｃａに関する特約 

用語の改定   当てはまる条項 

条文中の「ＩＣカード乗車券取扱規則」を除き

「ＩＣカード乗車券」を「Ｓｕｉｃａ」に、「記名ＩＣカ

ード乗車券」を「記名Ｓｕｉｃａ」に改定します。 

第 1 条（目的）、第 2 条（適用範囲）、第 3 条（用語の定義）、第 4 条（発行及び所有権）、第 6 条（制

限事項）、第 7 条（チャージ）、第 9 条（払い戻し）、第 10 条（再発行）、第 11 条（無効の取扱い）、第

12 条（更新カード発行時の取扱い）、第 14 条（免責事項） 

その他の条文の改定 

現 行 改定後 

第 1 条（目的） 

本特約は、東日本旅客鉄道株式会社（以下「JR 東日本」といいます。）

が、ビューカード会員規約（以下「会員規約」といいます。）第 1 条に規
定するクレジットカード（以下「カード」といいます。）のうち非接触 IC チッ

プを内蔵し定期券機能を有しないカード（以下本特約において「本カー

ド」といいます。）を情報記録媒体とした JR 東日本所定の乗車券（以下
「IC カード乗車券」といいます。）で提供するサービスの内容と、利用者

がそれらを受けるための条件を定めることを目的とします。 

 
第 6 条（制限事項） 

2 IC カード取扱規則第 48 条の定めにかかわわらず、バスの定期乗車

券を利用することはできません。 
 

第 11 条（無効の取扱い） 

（中略） 
（１） IC カード取扱規則第 31 条、第 33 条、又は第 34 条に該当した場合 

第 1 条（目的） 

本特約は、東日本旅客鉄道株式会社（以下「JR 東日本」といいます。）

が、ビューカード会員規約（以下「会員規約」といいます。）第 1 条に規
定するクレジットカード（以下「カード」といいます。）のうち非接触 ICチッ

プを内蔵し定期券機能を有しないカード（以下本特約において「本カ

ード」といいます。）に記録された金銭的価値等（以下「Ｓｕｉｃａ」といいま
す。）で提供するサービスの内容と、利用者がそれらを受けるための条

件を定めることを目的とします。 

 
第 6 条（制限事項） 

2 IC カード取扱規則第 60 条の定めにかかわわらず、バスの定期乗車

券を利用することはできません。 
 

第 11 条（無効の取扱い） 

（中略） 
(1) IC カード取扱規則第 43 条、第 45 条、又は第 46 条に該当した場合 

 

定期券機能付きＳｕｉｃａに関する特約 

用語の改定 当てはまる条項 

条文中の「ＩＣカード乗車券取扱規則」を除き
「ＩＣカード乗車券」を「Ｓｕｉｃａ」に、「記名ＩＣカ

ード乗車券」を「記名Ｓｕｉｃａ」に改定します。 

第 1 条（目的）、第 2 条（適用範囲）、第 3 条（用語の定義）、第 4 条（発行及び所有権）、第 7 条（制
限事項等）、第 8 条（チャージ）、第 10 条（ＳＦの払い戻し）、第 12 条（再発行）、第 13 条（無効の取扱

い）、第 14 条（更新カード発行時の取扱い）、第 17 条（免責事項） 

その他の条文の改定 

現 行 改定後 

第 1 条（目的） 
本特約は、東日本旅客鉄道株式会社（以下「JR 東日本」といいます。）

が、ビューカード会員規約（以下「会員規約」といいます。）第 1条に規定

するクレジットカード（以下「カード」といいます。）のうち非接触ＩＣチップ
を内蔵し定期券機能を有するカード(以下本特約において「本カード」と

いいます。）を情報記録媒体とした JR 東日本所定の乗車券（以下「IC 

カード乗車券」といいます。）で提供するサービスの内容と、利用者がそ
れらを受けるための条件を定めることを目的とします。 

 

第 6 条（定期券機能の使用方法） 
1 利用者は、Ｓｕｉｃａ定期乗車券の機能を使用する場合、次の各号のい

ずれかの取扱いを行うものとします。 

(1) 本カードに対応する定期券発売機（以下「定期券発売機」といいま
す。）で利用者自身がＳｕｉｃａ定期乗車券を購入することにより、その

Ｓｕｉｃａ定期乗車券を記録する。 

(2) 利用者が所持する定期乗車券の情報を、定期券発売機により本カ
ードに移し替える。 

（中略） 

3 第 1 項第 2 号及び第 2 項の取扱いを行う場合、JR 東日本は利用者
が所持する定期乗車券を定期券発売機により回収するものとし、当該

原券がＳｕｉｃａ定期乗車券であって、デポジットを収受している場合に

は、これを現金により返却するものとします。 
 

第 13 条（無効の取扱い） 

（中略） 
(1) IC カード取扱規則第 31 条、第 33 条、又は第 34 条に該当した場合  

第 1 条（目的） 
本特約は、東日本旅客鉄道株式会社（以下「JR 東日本」といいます。）

が、ビューカード会員規約（以下「会員規約」といいます。）第 1 条に規

定するクレジットカード（以下「カード」といいます。）のうち非接触ＩＣチッ
プを内蔵し定期券機能を有するカード(以下本特約において「本カー

ド」といいます。）に記録された金銭的価値等（以下「Ｓｕｉｃａ」といいま

す。）で提供するサービスの内容と、利用者がそれらを受けるための条
件を定めることを目的とします。 

 

第 6 条（定期券機能の使用方法） 
1 利用者は、Ｓｕｉｃａ定期乗車券の機能を使用する場合、次の各号のい

ずれかの取扱いを行うものとします。 

(1) 本カードに対応する定期券の発売機（以下「多機能券売機」といいま
す。）で利用者自身がＳｕｉｃａ定期乗車券を購入することにより、その

Ｓｕｉｃａ定期乗車券を記録する。 

(2) 利用者が所持する定期乗車券の情報を、多機能券売機により本カ
ードに移し替える。 

（中略） 

3  第 1 項第 2 号及び第 2 項の取扱いを行う場合、JR 東日本は利用者
が所持する定期乗車券を多機能券売機により回収するものとし、当

該原券がＳｕｉｃａ定期乗車券であって、デポジットを収受している場合

には、これを現金により返却するものとします。 
 

第 13 条（無効の取扱い） 

（中略） 
(1) IC カード取扱規則第 43 条、第 45 条、又は第 46 条に該当した場合  
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第 16 条（再印字） 

本カード裏面のＳｕｉｃａ定期乗車券の印字事項が不明となったときは、Ｓ
ｕｉｃａ定期乗車券として使用することができません。この場合、利用者

は、定期券発売機により再印字するものとします。 

第 16 条（再印字） 

本カード裏面のＳｕｉｃａ定期乗車券の印字事項が不明となったときは、Ｓ
ｕｉｃａ定期乗車券として使用することができません。この場合、利用者

は、多機能券売機により再印字するものとします。 

 

オートチャージに関する特約 

条文の改定 

現行 改定後 

第 2 条（オートチャージサービス） 
「オートチャージ」とは、会員規約第 1 条に規定するカード（以下本特

約において「本カード」といいます。）のうち非接触 IC チップを内蔵する

カード（以下本特約において「Suica 付カード」といいます。）又は本カー
ドとリンクに関する特約第 2 条のリンク（以下本特約において「リンク」とい

います。）をした「記名 IC カード乗車券（「電子マネー取扱規則」に規定

する、「IC カード等」のうち記名されたものも含む。）」（以下「IC カード乗
車券」といいます。）又は本カードにより会員登録された （以下略）。 

 

第 3 条（利用方法等） 
2 会員は、リンクした IC カード乗車券へのオートチャージ設定に関して、

実行判定金額及び入金実行金額の新規設定、変更及び利用停止に

ついては、ATM により行うこととします。 
   

第 6 条（紛失・盗難等） 

1 会員は、万一リンクしたＩＣカード乗車券を紛失し、又は盗難にあった
場合は、速やかにＩＣカード乗車券を取り扱う駅において、再発行の手

続きを行うこととします。 

   
第 7 条（免責事項） 

2  リンクした IC カード乗車券又はオートチャージ設定されたモバイル

Suica 電話機等を紛失し、又は盗難にあった会員が第 6 条の手続きを
行わなかった場合、及び第 6 条第 3 項に規定する IC カード乗車券の

使用停止措置が完了するまでの間に、他人による本サービスの利

用、又は IC カード乗車券の使用等（払い戻しを含みます。）により生
じた会員の損害については、ビューカード、JR 東日本のいずれもそ

れらを補償する責めを負いません。 

 
 

第 2 条（オートチャージサービス） 
「オートチャージ」とは、会員規約第 1 条に規定するカード（以下本特

約において「本カード」といいます。）のうち非接触 IC チップを内蔵する

カード（以下本特約において「Suica 付カード」といいます。）又は本カー
ドとリンクに関する特約第 2 条のリンク（以下本特約において「リンク」と

いいます。）をした「記名 Suica（「電子マネー取扱規則」に規定する、

「IC カード等」のうち記名されたものも含む。）」又は本カードにより会員
登録された （以下略）。  

 

第 3 条（利用方法等） 
2 会員は、リンクした記名 Suica へのオートチャージ設定に関して、実行

判定金額及び入金実行金額の新規設定、変更及び利用停止につい

ては、ATM により行うこととします。 
   

第 6 条（紛失・盗難等） 

1 会員は、万一リンクした記名Ｓｕｉｃａを紛失し、又は盗難にあった場合
は、速やかにＳｕｉｃａを取り扱う駅において、再発行の手続きを行うこと

とします。 

   
第 7 条（免責事項） 

2 リンクした記名 Suica 又はオートチャージ設定されたモバイル Suica

電話機等を紛失し、又は盗難にあった会員が第 6 条の手続きを行わ
なかった場合、及び第 6 条第 3 項に規定するリンクした記名 Suica 又

はオートチャージ設定されたモバイル Suica 電話機等の使用停止措

置が完了するまでの間に、他人による本サービスの利用、又は、リン
クした記名 Suica 又はオートチャージ設定されたモバイル Suica 電話

機等の使用等（払い戻しを含みます。）により生じた会員の損害につ

いては、ビューカード、JR 東日本のいずれもそれらを補償する責めを
負いません。 

 

リンクに関する特約 

用語の改定 当てはまる条項 

条文中の「ＩＣカード乗車券」を「記名Ｓｕｉｃａ」に
改定します。 

第 3 条（設定方法）  

その他の条文の改定 

現行 改定後 

第 2 条（リンクサービス） 

「リンク」とは会員規約第 1 条に規定するカード（以下本特約においては
「本カード」といいます。）と、IC カード取扱規則第 3 条第 1 項第 2 号に

規定する「記名 ICカード乗車券（電子マネー取扱規則に規定する、「IC

カード等」のうち記名されたものも含む。）」（以下「IC カード乗車券」と
いいます。）の情報を関連付ける （以下略）。 

（1） 本カードを決済カードとした IC カード乗車券による「オートチャージに

関する特約」第 2 条に定める「オートチャージ」サービス 
 

第 4 条（紛失・盗難等） 

1 会員は、万一リンクした ICカード乗車券を紛失し、又は盗難にあ
った場合は、速やかに ICカード乗車券を取り扱う駅において、再

発行の手続きを行うこととします。 

第 2 条（リンクサービス） 

「リンク」とは会員規約第 1 条に規定するカード（以下本特約においては
「本カード」といいます。）と、IC カード取扱規則第 3 条第 1 項第１号に

規定する「記名Ｓｕｉｃａ（電子マネー取扱規則に規定する、「IC カード等」

のうち記名されたものも含む。）」の情報を関連付ける （以下略）。 
 

（1） 本カードを決済カードとした記名 Suica による「オートチャージに関す

る特約」第 2 条に定める「オートチャージ」サービス 
 

第 4 条（紛失・盗難等） 

1 会員は、万一リンクした記名 Suica を紛失し、又は盗難にあっ
た場合は、速やかに Suica を取り扱う駅において、再発行の手続

きを行うこととします。 

 

個人情報の収集・保有・利用に関する同意事項-Ｓｕｉｃａ付ビューカードに関する特約 

用語の改定 当てはまる条項 

条文中の「ＩＣカード乗車券」を「Ｓｕｉｃａ」に改定し

ます。 

第 1 条（東日本旅客鉄道株式会社による個人情報の収集・利用）  

 

 なお、会員規約全文をご希望の場合は、弊社ホームページ（http://www.jreast.co.jp/card/）をご覧いただくか、ビューカードセンターま

でお申し出くださいますようお願い申し上げます。また、ご不明な点がございましたら、ビューカードセンターまでお問合せください。 

 

【本件についてのお問合せ】 

 ビューカードセンター 03-5334-1235 受付時間 9:00～17:30（年末年始除く） 


